
 

参考資料 

昼食弁当の作成方針について 
 

１ 基本事項 
（１）昼食弁当献立の種類 

大会期間４日間分の昼食弁当は４種類とする。 
※１日目（総合開会式）、４日目（総合閉会式） 
：式典の雰囲気に合わせ、盛り付けや配色などがより華やかなもの 
２日目、３日目（競技、イベント等） 
：選手が力を発揮できるよう、より栄養面を重視し、米等が多い食べ応えのあるもの 

（２）献立部会 
ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４の参加選手団に提供される大会オリジナル弁当を通じて鳥取

県の食の魅力を PR するため、献立や弁当箱に装飾する掛け紙のデザイン等を決定する部会。県庁内及
び外部団体の職員で構成される委員 6名によって審議する。 

 
２ 献立作成方針 
（１）選手等への配慮 

・栄養面で調和が取れていること。 
・食べやすさを配慮した献立であること。 
（60 歳以上の参加者が中心であり、健康にも配慮して検討する） 

（２）鳥取らしさ 
・鳥取が誇る海の幸、山の幸をはじめとした旬の食材を積極的に利用して、季節感を取り入れる
とともに、郷土料理の活用に努めること。 

（３）食べる楽しみ 
・盛り付け、配色など美的観点に配慮していること。 
・多彩な味付けを用いること。 

（４）調理のしやすさ 
・大量に調製するため、統一的な規格に対応できる献立作成に努めること。 
・弁当調製業者が調理しやすい献立であること。 

 
３ 弁当箱掛け紙デザイン 
（１）デザインの考案 

弁当箱の掛け紙デザインは、鳥取県の特産品や観光地等の魅力を PR するために制作する。 
県民参画の取組のひとつとして、学校法人藤田学院鳥取短期大学生活学科住居・デザイン専攻の

学生が考案した。第２回献立部会でプレゼンテーションを実施し、委員による投票で４作品（予定）
を採用。採用作品に修正を加え、第３回献立部会で最終確定する。 

（２）デザインの対象 
弁当箱の掛け紙(弁当箱を装飾する一枚紙) 

 
４ 開催日程 

開催日程  審 議 事 項 

第１回 

(令和５年６月２７日) 

①献立の作成方針について 

第２回 

(令和５年１０月１９日) 

①試作品の試食・絞込み・修正について 

②弁当箱掛け紙デザインの検討について 

第３回 

(令和５年１２月頃) 

①試作品の試食・修正について 

②弁当箱掛け紙デザインの検討について 

③献立の名称・提供順の検討について 

第４回 

(令和６年２月頃) 

①献立の決定について 

②弁当箱掛け紙デザインの決定について 

③献立の名称・提供順の決定について 

 

 


